清少納言っていったいだれ？

―どうして彼女のことを覚えて欲しいかー

　　　はじめに

　　　日本には不思議な特徴がある。それは現在に昔の思想が生きているということである。一つだけの例として、今、日本に人気がある本のことを挙げてみよう。藤原正彦に書かれた「国家の品格」という作品で、その本の一つのアイデアが目に立った。日本人が「もののあはれ」という独特な感性を大切にしなければならないという思想であった。その作品は人気があるなら、作家だけの考え方ではなく、日本人の大きい部分の考え方が表れるだろう。「もののあはれ」というのはいったいなんでしょうかと思いはじめた。表現の歴史が古いとなんとなくわかっていたが、もっと詳しく調べたくなってきた。日本人の友達に聞いてみたところ、みんながあいまいな答えしかできなかった。しかし、みなさんの答えの共通点のなかは、ある言葉があった。その言葉は本居宣長と紫式部という人物の名前であった。二人とも今でも日本に影響を与える「もののあはれ」ということに関係あるとわかるようになったが、二人以外に覚えていないといけない大事な人が忘れられたという感じがした。その人物は平安時代に生まれたにもかかわらず現代に生きている清少納言である。
　　　というところで、彼女のことに興味を持ちはじめて、いろいろな面から彼女のことをしらべたくようになって、その人物に関する様々な情報を手に入れた。一つのレポートに限られて、清少納言について語るのはかなり難しい課題に見えるので、本稿の構造と内容の説明が必要だと思っている。彼女が生きていた時代とか触れた歴史的な人物とか彼女についての有名人の表現とか彼女についての言い伝えとかに基づいて、少しでもはっきりした清少納言の描写をつくってみよう。

本論
あいにく、清少納言の人生はどういう人生だったか答えられる資料があまりにも少ないため、手に入れた資料に基づいての研究が深いとは言えないおそれがあるだろう。では、日本歴史人物事典（　松田豊子、１９９４）はどうやって清少納言のことを描いているか、見てみよう。
清少納言（康保３（９６６）頃―没年不詳）。治安・万寿年間（１０２１－２８）ころ没。曽祖父清原深養父とともに中古三十六歌仙の一人。父は清原元輔。結婚して則長をもうけるが、のち離別。中関白藤原道隆の後見する一条天皇皇后定子に仕え、後宮では、折りにつけ機敏な才能を発揮した。道隆の死後、その子伊周、隆家が失脚し、定子の後宮が衰微していくなかで、反対勢力の道長方とみられたこともあった。長保２（１０００）年の定子死後は、再び結婚し、小馬命婦を産んだりしたらしい。晩年は零落して地方に住んでいたという話が「無名草子」や「古事談」などにあるが、実際は父の住んでいた月輪（京都東南の郊外）でくらしたとされる（日本歴史人物事典、９０３ページ）。
　　　「枕草子」の筆者のことをよくわかるようになるため、清少納言が代表している時代のことも知るべきであろう。平安時代の主な出来事や特徴を述べてみよう。
平安時代（へいあんじだい、794年-1185年頃）とは、794年に桓武天皇が平安京（京都）に　都（首都）を移してから、鎌倉幕府の成立（従来は1192年とされてきたが、近年では鎌倉に武家政権の基礎が形成された1185年前後にまで遡る説が有力視されている）までの約390年間を指す日本の歴史の時代区分の一つ。京都に平安京がおかれ、鎌倉幕府が成立するまで政治の中心だったことから平安時代と称する。

平安前期は、前代（奈良時代）からの律令政治を部分的な修正を加えながらも、基本的には継承していった。しかし、律令制と現実の乖離が大きくなっていき、9世紀末～10世紀初頭ごろ、政府は税収を確保するため、律令制の基本だった人別支配体制を改め、土地を対象に課税する支配体制へと大きく方針転換した。この方針転換は、民間の有力者に権限を委譲することにより新たな支配体制を構築するものであり、これを王朝国家体制という。王朝国家体制期は、通常古代の末期に位置づけられるが、中世の萌芽期と位置づけることも可能であり、古代から中世への過渡期と理解されている。
王朝国家体制の下では、国家から土地経営の権限を委譲された有力百姓（田堵・名主）層の成長が見られ、並行して国家から軍事警察権を委譲された軍事貴族層もまた武士として成長していった。国家権限の委譲により、中央政界では政治が安定し、官職が特定の家系に世襲される家職化が進み、最上位では摂関家が登場し、中流貴族に固定した貴族層は受領となって地方政治に当たった。この時期は摂関家による摂関政治が展開し、徐々に荘園が増加していった。

11世紀後期からは上皇が治天の君（事実上の国王）となって政務に当たる院政が開始した。院政の開始をもって中世の開始とする見解が有力である。院政期には荘園の集積と国衙領（公領）の徴税単位化が進み、荘園公領制と呼ばれる体制へ移行することとなる。12世紀中期頃には貴族社会内部の紛争が武力で解決されるようになり、武士の地位が急速に上昇した。こうした中で最初の武家政権である平氏政権が登場するが、この時期の社会矛盾を一手に引き受けたため程なくして崩壊してしまう。平氏政権の崩壊とともに、中央政府である朝廷とは別個に、東国の支配権を得た鎌倉幕府が登場し、平安時代は幕を下ろした。
というところで、すこしでも清少納言が生活していたときの雰囲気が浮かんできたとだろうか。
彼女のことが、昔でも、現代でも、様々な人物に判断され、今までも生きているという感じがする。なるほど、人間はほかのひとに覚えてもらううちに生きているようだ。もちろん、その中には、非常に厳しい批判もある。

清少納言の批評家第一は、疑いなく、彼女の永遠のライバル、紫式部である。「紫式部日記には、「さかしだち、真名書きちらして侍てるほども、よく見れば、まだいとたへぬこと多かり（賢ぶって学才をひけらかすけれども、浅薄なものでしかない）」と厳しい批評があるが、むしろ臨機応変な対応が要求された後宮で、鋭敏な感性と、常識的教養に裏打ちされた知識と即興的行動が周囲の人々を感嘆させた。また、周りがそれを歓迎したことなどが「枕草子」成立の基盤となっている。このように「枕草子」は、宮廷文化のなかで、中間白家の教養ある環境と清少納言の感性、表現力とから生まれたものであるといえる（　松田豊子、１９９４）。
現代の判断の一つの例も述べてみよう。たとえば、加納重文によってかかれた「平安女流作家の心像」という本のなかには次のように書かれている：　「清少納言という女性は社交好きな外向性で、ちょっとした漢学の才を得意になって振り回している態度なども、どちらかと言えば軽薄と評した方が近いかと思われて、好感を感じなかった。たとえば今、清少納言という女性が眼前に現れたとしても、私にはほとんど縁のない女性として、精神的にかかわるようなことはあるまいと、思われた。これは、私の若いころの感覚であった。「枕草子」という一冊の作品で、清少納言という女のすべてがわかったというほどに、不遜ではないつもりだし、現実に目の前に現れてみなければ、断言はできないことだけれど、そういう気持ちがあった。しかし今、人生もだいぶに坂を下がった感慨で見直してみると、いささか異なった感情を感じないこともない」。
今でも、清少納言のことを聞かれたら、人が様々な意見を述べるだろう。普通は、「清少納言が好きですか。それとも紫式部のほうが好きですか」という質問がよく聞かれる。「どっちもつまらない」と答えてしまう人もいるが、加納重文のようにこれから反省してほしい。

ところで、清少納言と紫式部の間の関係にもひかれたので、この問題についての研究の結果を述べてみよう。さっき言ったとおりに、清少納言は紫式部に非常に厳しく批評されている。しかし、私にとっては、二人のあいだの競争がいかにも一方的に見える。それがきっかけになって、紫式部の攻撃的なイメージが頭の中に浮かんできた。なぜかというと、あったこともない状態で、見知らぬ人を影口を言い、それが現代にも残されているからである。
批評にもかかわらず、紫式部は疑いなく「枕草子」を読んだことがある。それは、「源氏物語」の中のイメージも出来事も清少納言の作品の中のものに非常に似ているからである。「紫式部日記」が１００６年頃書かれて、清少納言のことを描いている文章の中の過去形が次の二つを証明している：　当時に清少納言が後宮を出た、あるいは首都にももういなかった。紫式部の清少納言についてのイメージが後宮内の噂の影響で助長されたか、あるいは「枕草子」を読んだあとの印象が強くて否定的なイメージを作ってしまったそうだ。紫式部は皇后の命令に従ってライバルである定子皇后の後宮で書かれた「枕草子」に対しての答えとして「源氏物語」を書くことになったのかもしれない（Donald Keene,1993）。

「源氏物語」だけではなく、「紫式部日記」のなかの批評も本音ではなく、命令の結果でしかないかもしれない。しかし、世界中の女性の場合、ライバルの一番目の原因はいつもうらやましさであったため、清少納言に対しての批評もうらやましさに基づいていたなら驚くことはないだろう。
宮崎荘平は二人のことを次のとおりに語っている。　清少納言と紫式部の二人は、平安朝の二大才媛と讃えられる一方で、対立関係にあるものとも見られてきている。二大才媛と讃えられるのは、「枕草子」や「源氏物語」など、二人それぞれの作品に寄せられる文学的声価に基づくものであり、対立関係にあると見られるのは、それぞれが示す個性の差異を背景としながらも「紫式部日記」の中で開陳されている、辛らつな清少納言の批判が大きく作用してのことと見られる（宮崎荘平、１９９３）。
清少納言については様々に話があって、彼女がどういう人物に触れ合ったか教えてくれる歴史的な価値を持っている。例えば、「枕草子」が書かれた紙についての有名な話に中宮定子との親しい関係が現れる。ほかの有名な話の中、次のような文章も見られる。
和漢の文学に通じ、ある日、中宮定子が降りしきる雪を見て女房たちに「香炉峰の雪は..」と問うたところ、清少納言が白楽天の「白紙文集」中の詩を思い出し、さっと立って簾を巻き上げてほめられた話は有名である。もう一度清少納言の教養を証明している話であるだろう。
私にとって一番感動的な話は清少納言とホトトギスの話である。彼女のすべてを現しているとも言えるかもしれない。とにかく、美しい話である：　清少納言は、ホトトギスの鳴き声を聞く為にわざと田舎への旅をしたのに、詩を作ろうとしたところ、いくら頑張っても、なかなかできず、そのときの残念な気持ちを「枕草子」のなかに書いておいた。彼女のそのときの気持ち私に移ってきて、それを読んだのはずいぶん前のことだが今でも忘れられない。

自分が清少納言のことを調べていたとき見つけたのは平安時代を代表している「もののあわれ」という大切な言葉である。価値観とも言えるだろう。「平安時代の文学と生活」中で次のように述べられている：「月は「もののあはれ」の精神を象徴している、といっても過言ではあるまい。..平安時代の人は月を見てその憂悶の情を慰め、月光の中に古き代を思い、また遠い世界を考え、ここにおいて時間と空間とを超越した自由な世界を見出したのである。清少納言は「過ぎにし方恋、しきもの」として「月のあかき夜をあげ、「あはれなるもの」として、「あの隈なくあかき」風情をあげている。」その言葉に引かれて、これから「もののあはれ」というのを研究したいと思っている。その言葉のなかに、日本人の独特なこの世界に対しての触れ方が隠されているという感じがするからである。
清少納言のことをまじめに研究しようとしても、感情移人するため、研究者として失敗しただろう。しかし、彼女の作品を読むことだけで成長ができるので、決して後悔していない。後悔しているのは、紫式部のこと尊敬はしてもなかなか好きになれないことである。

ということで、二人とも疑いなく天才で、当時代の代表として今でも忘れられないまま私たちの心のなか生きていると言えるだろう。個人的に紫式部のことが嫌いであっても、彼女の才能を認めないわけではない。二人は非常に差異があったにもかかわらず、二人とも決して当時代から離れていない。豪華な後宮のなかで育てられた豪華な女性、現代の私にそれぞれ声をかけて、もっと立派な女性になろうと叫んでくれる。おかしいと思われるかもしれないけど、確かに聞こえる、その声が。
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